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	（２）教育研究評議会
	1月23日に開催された標記会議についての報告があった。
	（３）東京大学予算委員会
	1月30日に開催された標記会議についての報告があった。
	（４）拡大入試監理委員会
	1月30日に開催された標記会議についての報告があった。
	（５）未来社会協創推進本部
	1月30日・2月6日に開催された標記会議についての報告があった。
	（６）企画・運営会議
	2月1日に開催された標記会議についての報告があった。
	（７）外来研究員受入について
	標記についての報告があった。
	（３）将来計画委員会
	（４）予算委員会
	標記委員会についての報告があった。
	（５）国際地震・火山研究推進室会議
	標記会議についての報告があった。
	（６）広報アウトリーチ室会議
	標記会議についての報告があった。
	（７）若手育成・教育推進室会議
	（８）研究員等採択委員会
	標記委員会についての報告があった。
	（９）技術検討委員会
	標記委員会についての報告があった。
	（10）研究事務支援室運営委員会
	標記委員会についての報告があった。
	（11）百周年記念誌編集委員会
	標記委員会についての報告があった。
	（１）寄附金について
	標記についての報告があった。
	（２）国際交流協定について
	標記についての報告があった。
	（３）日本学術振興会外国人特別研究員について
	標記についての報告があった。
	（４）職務照会について
	標記についての報告があった。
	（５）退所される方へ情報システム関連のお願い
	標記についての報告があった。
	（６）地震火山史料連携研究機構の設置について
	標記についての報告があった。
	（７）国際ミュオグラフィ連携研究機構の中間報告について
	標記についての報告があった。
	（８）観測開発研究センター及び日本列島モニタリング研究センターの改組について
	標記についての報告があった。

